
- 107 -

六
朝
隋
唐
期
の
佛
典
書
寫
を
め
ぐ
る
思
想
的
考
察

村

田

み

お

佛
教
中
國
傳
來
の
後
、
そ
の
隆
盛
を
迎
え
た
六
朝
隋
唐
期
は
、
書
物
の
形
態

の
變
遷
か
ら
見
る
と
簡
帛
時
代
と
版
本
時
代
の
間
に
位
置
す
る
寫
本
時
代
、
す

（
一
）

な
わ
ち
手
書
き
に
よ
る
卷
子
本
の
時
代
で
あ
る
。
敦
煌
遺
書
や
日
本
古
寫
經
が

現
存
し
、
そ
れ
ら
に
關
す
る
目
録
や
圖
版
の
整
備
が
進
む
に
伴
っ
て
、
今
日
の

中
国
佛
教
研
究
に
お
い
て
寫
本
研
究
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
大
分
野
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
傳
世
し
て
い
な
か
っ
た
新
出
資
料
の
發
見
を
代
表
と

す
る
個
別
事
例
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
寫
本
作
成
の
動
機
や
過
程
に
關
す
る
思

想
的
研
究
は
疎
か
に
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
論
じ
て
み
た
い

（
二
）

の
が
、
六
朝
隋
唐
期
の
佛
教
に
お
い
て
、
寫
本
と
い
う
書
物
の
形
態
が
有
し
て

い
た
宗
教
的
意
義
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
中
國
で
の
展
開
を
準

備
し
た
思
想
的
ル
ー
ツ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
主
要
漢
譯
經
典
の
中
で
の
寫
經

の
位
置
づ
け
を
檢
討
し
、
そ
の
上
で
六
朝
隋
唐
期
に
生
み
出
さ
れ
た
寫
經
に
ま

（
三
）

つ
わ
る
救
濟
と
奇
跡
の
物
語
に
考
察
を
加
え
、
佛
教
に
お
け
る
書
寫
と
い
う
行

爲
が
持
つ
思
想
的
意
味
を
探
求
す
る
。

一

經
典
に
お
け
る
寫
經
の
位
置
づ
け

・
書
寫

現
今
の
大
藏
經
阿
含
部
に
收
め
ら
れ
る
大
乘
佛
教
以
前
の
經
典
で
は
、
經
典

の
書
寫
を
説
く
こ
と
が
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
。
僅
か
に
見
ら
れ
る
例
と
し
て
、

『
增
一
阿
含
經
』
の
中
で
「
若
し
經
卷
を
書
寫
す
る
者
有
ら
ば
、
繒
綵
花
蓋
も

て
持
し
て
供
養
す
。
此
の
福
無
量
に
し
て
計
る
べ
か
ら
ず
、
此
の
法
寶
の
遇
ひ

難
き
を
以
て
の
故
に
」
と
言
及
さ
れ
る
。
後
の
大
乘
經
典
に
な
る
と
、
「
も
し

（
四
）

經
典
を
書
寫
、
受
持
、
讀
誦
、
解
説
す
れ
ば
、
大
き
な
福
德
を
得
ら
れ
る
」
と

い
う
よ
う
な
文
言
が
諸
經
典
に
極
め
て
廣
範
か
つ
多
數
見
ら
れ
る
。

後
秦
鳩
摩
羅
什
譯
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
（
大
正
八
、
七
五
〇
下
）

若
復
有
人
聞
此
經
典
、
信
心
不
逆
、
其
福
勝
彼
。
何
況
書
寫
、
受
持
、
讀

誦
、
爲
人
解
説
。

（
若
し
復
た
人
有
り
て
此
の
經
典
を
聞
き
、
信
心
逆
ら
は
ず
ん
ば
、
其
の

福
彼
に
勝
る
。
何
ぞ
況
や
書
寫
、
受
持
、
讀
誦
し
、
人
の
爲
に
解
説
す
る

を
や
。
）
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枚
擧
に
暇
が
な
い
た
め
例
は
一
つ
に
止
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
教
説
は
大
乘

經
典
に
普
遍
的
に
説
か
れ
て
お
り
、
大
乘
佛
教
全
體
の
修
行
體
系
の
中
に
お
い

て
、
書
寫
が
受
持
や
讀
誦
と
竝
ぶ
基
本
的
實
踐
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
明
瞭
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
陳
月
婆
首
那
譯
『
勝
天
王
般
若
經
』
、
陳
眞
諦
譯
『
佛
説
無
上
依

經
』
、
無
著
造
、
世
親
釋
、
陳
眞
諦
譯
『
攝
大
乘
論
釋
』
、
世
親
造
、
陳
眞
諦

譯
『
中
邊
分
別
論
』
に
お
い
て
、
書
寫
が
經
典
を
受
持
し
て
い
く
た
め
の
方
法

十
種
の
う
ち
、
第
一
に
數
え
上
げ
ら
れ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

（
五
）

『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
七
付
囑
品
（
大
正
七
、
七
二
五
上
）

佛
告
阿
難
言
、
受
持
此
修
多
羅
、
有
十
種
法
。
何
等
爲
十
。
一
者
書
寫
、

二
者
供
養
、
三
者
流
傳
、
四
者
諦
聽
、
五
者
自
讀
、
六
者
憶
持
、
七
者
廣

説
、
八
者
口
誦
、
九
者
思
惟
、
十
者
修
行
。

（
佛
阿
難
に
告
げ
て
言
へ
ら
く
、
此
の
修
多
羅
を
受
持
す
る
に
、
十
種
の

法
有
り
。
何
等
を
十
と
爲
す
。
一
者
は
書
寫
、
二
者
は
供
養
、
三
者
は
流

傳
、
四
者
は
諦
聽
、
五
者
は
自
讀
、
六
者
は
憶
持
、
七
者
は
廣
説
、
八
者

は
口
誦
、
九
者
は
思
惟
、
十
者
は
修
行
な
り
。
）

『
中
邊
分
別
論
』
で
は
同
内
容
の
十
種
に
つ
い
て
、
特
に
明
確
に
「
大
乘
法

の
修
行
」
と
呼
ん
で
い
る
。
右
に
掲
げ
た
『
勝
天
王
般
若
經
』
以
外
の
三
つ
の

經
論
で
も
、
『
摂
大
乗
論
釋
』
の
第
七
、
八
が
逆
で
あ
る
以
外
は
順
序
が
一
致

し
て
お
り
、
十
種
の
並
び
方
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
十
種

の
順
序
を
見
る
と
、
經
卷
を
作
り
、
供
養
し
、
流
布
さ
せ
る
と
い
う
比
較
的
外

的
な
事
柄
か
ら
、
經
典
を
聽
き
、
讀
み
、
覺
え
る
と
い
っ
た
内
的
な
方
向
へ
展

開
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
大
乘
の
教
え
を
自
己

の
も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
、
經
典
に
よ
る
實
踐
の
具
體
的
階
梯
で
あ
り
、
書

寫
は
そ
の
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
身
で
書
寫
す
る
こ
と
は
重
要
な
實
踐
修
行
で
あ
り
、
行
う
者
に
功
德
を
も

た
ら
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
人
に
書
寫
を
勸
め
る
こ
と
に
も
功
德
の
意
味
が
あ

る
こ
と
は
、
種
々
の
大
乘
經
典
に
説
か
れ
る
「
若
し
く
は
自
ら
書
き
、
若
し
く

は
人
を
し
て
書
か
し
む
」
の
如
き
文
言
に
表
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
自

（
六
）

ら
書
寫
せ
ず
と
も
、
他
者
へ
の
勸
奨
も
間
接
的
な
寫
經
と
し
て
功
德
を
も
た
ら

す
の
で
あ
る
。
中
國
に
目
を
向
け
る
と
、
敦
煌
遺
書
に
殘
存
す
る
多
く
の
經
典

寫
本
が
經
生
（
寫
經
專
門
の
書
寫
者
）
に
よ
っ
て
書
寫
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
僧

傳
の
類
に
傳
承
さ
れ
て
い
る
寫
經
の
逸
話
に
も
經
生
、
書
生
が
し
ば
し
ば
登
場

す
る
。
經
生
に
書
寫
を
依
頼
し
た
際
、
出
資
者
で
あ
る
施
主
に
も
經
典
作
成
に

よ
る
功
德
が
與
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
大
乘
の
教
説

か
ら
發
生
し
て
い
る
。

で
は
大
乘
佛
教
で
こ
の
よ
う
に
書
寫
が
重
視
、
強
調
さ
れ
た
原
因
は
那
邊
に

在
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
十
種
の
修
行
法
の
第
三
に
流
傳
が
數
え
ら
れ
、
ま

た
次
に
擧
げ
る
若
干
の
例
の
如
く
、
諸
々
の
經
典
で
「
流
布
」
「
流
通
」
が
説

か
れ
る
點
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
經
典
の
流
通
量
が
増
加
し
、
布
教
の
推
進

に
つ
な
が
る
こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。

（
七
）

『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
七
普
賢
菩
薩
勸
發
品
（
大
正
九
、
六
一
下
）

世
尊
。
我
今
以
神
通
力
故
、
守
護
是
經
、
於
如
來
滅
後
閻
浮
提
内
、
廣
令

流
布
、
使
不
斷
絶
。

（
世
尊
。
我
は
今
神
通
力
を
以
て
の
故
に
、
是
の
經
を
守
護
し
、
如
來
滅

後
の
閻
浮
提
の
内
に
於
い
て
、
廣
く
流
布
せ
し
め
、
斷
絶
せ
ざ
ら
し
む
。
）

北
涼
曇
無
讖
譯
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
一
壽
命
品
（
大
正
一
二
、
三
七
一
上
、

南
本
六
一
〇
下
）

或
有
衆
生
書
持
讀
誦
、
如
説
修
行
、
如
是
流
布
大
乘
經
典
。

（
或
い
は
衆
生
有
り
て
書
持
讀
誦
し
、
説
の
如
く
修
行
し
、
是
の
如
く
大
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乘
の
經
典
を
流
布
す
。
）

大
乘
佛
教
發
生
後
の
初
期
段
階
で
、
經
典
の
傳
達
方
法
が
從
來
の
聲
聞
乘
に

お
け
る
口
承
か
ら
書
寫
へ
と
變
化
し
た
た
め
に
、
聲
聞
乘
が
多
數
派
で
あ
っ
た

状
況
を
打
破
し
て
速
や
か
に
勢
力
を
擴
大
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が

大
乘
佛
教
の
發
展
に
大
き
く
寄
與
し
た
。
『
大
般
涅
槃
經
』
光
明
遍
照
高
貴
德

（
八
）

王
菩
薩
品
で
は
、
「
我
涅
槃
の
後
、
聲
聞
の
弟
子
有
り
、
愚
癡
に
し
て
戒
を
破

り
、
喜
び
て
鬪
諍
を
生
じ
、
十
二
部
經
を
捨
て
、
種
種
の
外
道
の
典
籍
文
頌
手

筆
を
讀
誦
し
…
…
」
と
、
こ
の
經
典
を
世
に
廣
く
流
布
さ
せ
る
理
由
と
し
て
、

佛
教
經
典
以
外
の
外
道
の
典
籍
等
を
讀
誦
す
る
堕
落
し
た
比
丘
の
存
在
を
擧

げ
る
。
外
道
を
佛
法
で
教
化
し
外
道
の
學
を
戒
め
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
諸

（
九
）

經
典
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
書
寫
と
い
う
方
法
が
含
ま
れ
る
點

は
大
乘
經
典
な
ら
で
は
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
書
寫
は
大
乘
佛
教
に
お
い
て
重
要
な
實
踐
修
行
で
あ
り
、

布
教
推
進
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
寫
の
位
置
づ
け
は
、
中
國
撰
述
經

典
に
も
受
け
繼
が
れ
て
い
く
。
五
世
紀
後
半
成
立
の
『
梵
網
經
』
に
「
汝
等
一

切
大
衆
、
若
し
く
は
國
王
、
…
…
菩
薩
戒
を
受
持
す
る
者
は
、
應
に
佛
性
常
住

の
戒
卷
を
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、
書
寫
し
、
三
世
に
流
通
す
べ
し
」
、
南
齊
初

（
一
〇
）

成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
無
量
義
經
』
に
「
敬
み
て
佛
勅
を
受
け
、
如
來
滅
後
に

於
い
て
、
當
に
廣
く
是
の
經
典
な
る
者
を
流
布
せ
し
め
、
普
く
一
切
を
し
て
受

持
、
讀
誦
、
書
寫
、
供
養
せ
し
む
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
乘
の
ご
く
基
本

（
一
一
）

的
な
教
え
と
し
て
中
國
で
も
定
形
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
の

で
あ
る
。

・
供
養

上
で
既
に
見
た
大
乘
の
十
種
の
修
行
の
中
で
、
書
寫
に
續
く
第
二
は
經
卷
の

供
養
で
あ
っ
た
。
先
學
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
經
卷
供
養
の
功
德
は
特
に
大
品
系

般
若
經
及
び
法
華
經
で
稱
揚
さ
れ
る
。
冒
頭
で
見
た
『
增
壹
阿
含
經
』
に
は
「
繒

（
一
二
）

綵
花
蓋
も
て
持
し
て
供
養
す
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
華
香
等
に
よ
る
供

養
が
と
り
わ
け
顯
著
に
強
調
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
『
妙
法
蓮
華
經
』
を
擧
げ

る
べ
き
で
あ
る
。
中
で
も
次
に
擧
げ
た
法
師
品
に
説
か
れ
る
十
種
の
供
え
物
に

よ
る
供
養
は
、
中
國
に
お
い
て
も
こ
の
記
述
に
沿
っ
て
實
踐
が
な
さ
れ
た
。

（
一
三
）

『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
四
法
師
品
（
大
正
九
、
三
〇
下
）

若
復
有
人
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、
書
寫
妙
法
華
經
、
乃
至
一
偈
、
於
此
經

卷
敬
視
如
佛
、
種
種
供
養
華
、
香
、
瓔
珞
、
末
香
、
塗
香
、
燒
香
、
繒
蓋
、

幢
幡
、
衣
服
、
伎
樂
、
乃
至
合
掌
恭
敬
。

（
若
し
復
た
人
有
り
て
妙
法
華
經
、
乃
至
一
偈
を
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、

書
寫
し
、
此
の
經
卷
に
於
い
て
敬
視
す
る
こ
と
佛
の
如
く
、
種
種
に
華
、

香
、
瓔
珞
、
末
香
、
塗
香
、
燒
香
、
繒
蓋
、
幢
幡
、
衣
服
、
伎
樂
を
供
養

し
、
乃
至
合
掌
恭
敬
す
。
）

經
卷
の
供
養
は
、
法
師
品
「
經
卷
を
佛
の
よ
う
に
敬
う
」
の
如
く
、
經
卷
を

單
な
る
傳
達
手
段
で
は
な
く
、
佛
に
等
し
い
も
の
と
見
な
し
て
崇
拜
す
る
こ
と

に
起
因
す
る
。
經
卷
崇
拜
の
思
想
も
ま
た
各
種
大
乘
經
典
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。

『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
（
大
正
八
、
七
五
〇
上
）

隨
説
是
經
、
乃
至
四
句
偈
等
、
當
知
此
處
一
切
世
間
、
天
、
人
、
阿
修
羅
、

皆
應
供
養
、
如
佛
塔
廟
。
…
…
若
是
經
典
所
在
之
處
、
則
爲
有
佛
若
尊
重

弟
子
。

（
是
の
經
、
乃
至
四
句
偈
等
を
説
く
に
隨
ひ
、
當
に
此
の
處
の
一
切
世
間
、

天
、
人
、
阿
修
羅
、
皆
な
應
に
供
養
す
る
こ
と
、
佛
の
塔
廟
の
如
く
す
べ

き
を
知
る
べ
し
。
…
…
若
し
是
の
經
典
在
る
所
の
處
な
ら
ば
、
則
ち
佛
若
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し
く
は
尊
重
の
弟
子
有
り
と
爲
す
。
）

『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
四
法
師
品
（
大
正
九
、
三
一
中
）

在
在
處
處
、
若
説
、
若
讀
、
若
誦
、
若
書
。
若
經
卷
所
住
處
、
皆
應
起
七

寶
塔
、
極
令
高
廣
嚴
飾
、
不
須
復
安
舍
利
。
所
以
者
何
。
此
中
已
有
如
來

全
身
。
此
塔
應
以
一
切
華
香
、
瓔
珞
、
繒
蓋
、
幢
幡
、
伎
樂
、
歌
頌
、
供

養
恭
敬
、
尊
重
讚
歎
。

（
在
在
處
處
、
若
し
く
は
説
き
、
若
し
く
は
讀
み
、
若
し
く
は
誦
へ
、
若

し
く
は
書
く
。
若
し
經
卷
住
す
る
所
の
處
な
ら
ば
、
皆
な
應
に
七
寶
の
塔

を
起
て
、
極
め
て
高
廣
嚴
飾
せ
し
む
べ
く
、
復
た
は
舍
利
を
安
ず
る
を
須

た
ず
。
所
以
な
る
者
は
何
ぞ
。
此
の
中
に
已
に
如
來
の
全
身
有
り
。
此
の

塔
は
應
に
一
切
の
華
香
、
瓔
珞
、
繒
蓋
、
幢
幡
、
伎
樂
、
歌
頌
を
以
て
、

供
養
恭
敬
し
、
尊
重
讚
歎
す
べ
し
。
）

經
卷
と
は
「
佛
と
優
れ
た
佛
弟
子
」
、
「
如
來
の
全
身
」
、
す
な
わ
ち
佛
菩
薩

が
そ
こ
に
存
在
す
る
の
と
等
し
く
、
そ
れ
故
に
煌
び
や
か
に
莊
嚴
さ
れ
た
佛
塔

と
種
々
の
供
物
に
よ
っ
て
供
養
す
る
對
象
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
妙
法
蓮
華
經
』

如
來
神
力
品
に
「
經
典
の
あ
る
場
所
が
す
な
わ
ち
道
場
で
あ
る
」
、
『
大
般
涅

槃
經
』
如
來
性
品
に
「
こ
の
經
典
が
流
布
し
て
い
る
場
所
は
金
剛
の
地
で
あ
る
」

等
と
あ
る
よ
う
に
、
經
卷
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
そ
こ
が
悟
り
の
場
、
眩
く

（
一
四
）

堅
固
な
宗
教
世
界
へ
と
變
異
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
經
卷
崇
拝
の
背
景
に
は
色
身
―
法
身
の
概
念
が
あ
る
。
有
形
の

色
身
で
あ
る
佛
舎
利
や
佛
髮
等
の
聖
遺
物
崇
拝
に
對
し
て
、
本
來
無
形
で
あ
る

法
身
、
す
な
わ
ち
よ
り
本
質
的
な
真
理
を
、
經
卷
と
い
う
形
に
し
て
物
質
的
に

崇
拜
す
る
思
想
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
に
擧
げ
た
『
妙
法
蓮
華
經
』

法
師
品
に
「
舎
利
を
置
く
必
要
は
な
い
」
と
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
『
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
經
』
法
稱
品
の
「
舎
利
と
經
卷
が
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
經
卷
を
と
る
」

と
い
う
問
答
は
、
舎
利
崇
拜
へ
の
批
判
の
意
味
を
持
ち
、
如
来
の
死
後
の
遺
骨

（
一
五
）

で
は
な
く
、
如
来
を
生
み
出
し
た
真
理
そ
の
も
の
を
尊
崇
す
べ
し
と
し
て
、
經

卷
の
崇
拝
を
説
く
の
で
あ
る
。

・
布
施

次
に
十
種
の
修
行
の
第
三
で
あ
る
流
傳
に
つ
い
て
、
布
施
と
の
關
係
か
ら
考

え
て
み
よ
う
。
流
傳
と
は
換
言
す
れ
ば
經
卷
の
布
施
で
あ
り
、
經
典
を
書
寫
し

て
他
者
に
與
え
る
と
い
う
行
爲
に
は
布
施
の
功
德
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
布
施
の
分
類
に
照
ら
す
と
、
經
典
の
布
施
は
時
に
布
施
の
一
種
で

あ
る
法
施
に
含
ま
れ
る
。
法
施
は
し
ば
し
ば
財
施
と
對
に
さ
れ
、
そ
れ
に
無
畏

施
を
加
え
た
三
施
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
物
品
を
他
者
に
與
え
る
財

（
一
六
）

施
に
對
し
て
、
法
施
と
は
佛
法
を
與
え
る
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
『
增
壹
阿
含

經
』
に
「
施
中
の
上
な
る
者
は
、
法
施
を
過
ぎ
ず
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
布
施

（
一
七
）

の
中
で
最
上
と
さ
れ
る
。

大
乘
經
典
に
目
を
向
け
る
と
、
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
法
施
品
で
は
經
卷

を
與
え
る
こ
と
の
功
德
が
繰
り
返
し
説
か
れ
、
在
家
の
菩
薩
戒
で
あ
る
『
優
婆

塞
戒
經
』
で
は
、
自
身
で
、
又
は
別
の
人
間
に
書
寫
さ
せ
、
そ
れ
を
人
に
與
え

て
讀
誦
さ
せ
る
こ
と
を
法
施
と
規
定
し
て
い
る
。

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
十
法
施
品
（
大
正
八
、
二
九
四
上
）

當
知
善
男
子
、
善
女
人
書
般
若
波
羅
蜜
經
卷
、
與
他
人
、
令
書
持
讀
誦
説
、

得
福
多
。

（
當
に
善
男
子
、
善
女
人
般
若
波
羅
蜜
經
卷
を
書
き
、
他
の
人
に
與
へ
、

書
持
讀
誦
説
せ
し
む
れ
ば
、
福
を
得
る
こ
と
多
き
を
知
る
べ
し
。
）

北
涼
曇
無
讖
譯
『
優
婆
塞
戒
經
』
卷
五
雜
品
（
大
正
二
四
、
一
〇
五
九
中
）

若
以
紙
墨
令
人
書
寫
、
若
自
書
寫
如
來
正
典
、
然
後
施
人
令
得
讀
誦
、
是



- 111 -

六朝隋唐期の佛典書寫をめぐる思想的考察

名
法
施
。

（
若
し
く
は
紙
墨
を
以
て
人
を
し
て
書
寫
せ
し
め
、
若
し
く
は
自
ら
如
來

の
正
典
を
書
寫
し
、
然
る
後
に
人
に
施
し
て
讀
誦
を
得
し
む
る
は
、
是
れ

法
施
と
名
づ
く
。
）

一
般
的
な
法
施
の
イ
メ
ー
ジ
は
口
頭
で
教
え
聞
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
上

述
の
よ
う
な
經
卷
を
佛
と
等
し
い
と
す
る
思
想
に
よ
っ
て
、
物
品
で
あ
る
經
卷

も
ま
た
佛
法
を
載
せ
傳
え
る
も
の
と
し
て
法
施
の
概
念
に
含
ま
れ
た
。
口
承
の

段
階
で
は
音
聲
で
あ
っ
た
法
寶
が
、
文
字
に
よ
っ
て
媒
體
に
定
着
さ
れ
る
こ
と

で
形
あ
る
物
質
へ
と
變
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
經
卷
と
い
う
物
品
の
供
養
と
布

施
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
行
爲
に
功
德
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
書
寫
に
關
わ
る
布
施
と
し
て
、
書
寫
の
材
料
及
び
道
具
を
與
え
る
こ

と
を
重
要
な
布
施
に
數
え
る
經
典
も
あ
る
。
紙
、
墨
、
筆
、
硯
の
提
供
は
他
者

（
一
八
）

に
經
典
書
寫
を
勸
め
る
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
經
卷
そ
の
も
の
を
與
え
る
の
と

同
じ
く
、
實
踐
す
る
者
に
功
德
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
た
。

以
上
、
漢
譯
經
典
に
お
い
て
は
、
經
典
書
寫
は
重
要
な
實
踐
修
行
と
布
教
推

進
の
方
法
と
し
て
幅
廣
く
推
奨
さ
れ
、
法
寶
を
具
象
化
し
た
も
の
と
し
て
、
經

卷
の
供
養
と
布
施
に
大
き
な
功
德
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
經
卷
の
書
寫
、
供
養
、
流
布
が
備
え
る
功
德
思
想
や
經
卷
崇
拜
の
思
想

を
も
と
に
し
て
、
六
朝
隋
唐
期
に
は
寫
經
に
ま
つ
わ
る
奇
跡
や
救
濟
の
物
語
が

多
數
生
み
出
さ
れ
た
。
『
高
僧
傳
』
を
始
め
と
す
る
僧
傳
や
、
靈
驗
記
、
經
典

に
關
す
る
傳
記
の
類
に
は
、
寫
經
の
功
德
に
よ
る
救
濟
や
、
聖
性
を
帶
び
た
經

（
一
九
）

典
寫
本
に
よ
る
奇
跡
の
發
現
の
物
語
が
多
數
見
い
だ
さ
れ
る
。
六
朝
期
か
ら
傳

え
ら
れ
て
い
た
こ
の
種
の
逸
話
が
隋
唐
に
か
け
て
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

唐
道
宣
『
集
神
州
三
寶
感
通
録
』
卷
下
瑞
經
録
、
唐
慧
詳
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷

（
二
〇
）

十
書
寫
篇
、
唐
僧
詳
『
法
華
經
傳
記
』
卷
七
、
八
書
寫
救
苦
篇
、
唐
法
藏
『
華

嚴
經
傳
記
』
卷
五
書
寫
篇
と
い
う
專
門
の
篇
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的

に
表
れ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
六
朝
隋
唐
期
の
逸
話
に
お
け
る
展
開
の
檢
討

へ
と
歩
を
進
め
よ
う
。

二

書
寫
と
救
濟

六
朝
隋
唐
期
の
經
典
書
寫
に
ま
つ
わ
る
物
語
の
中
に
は
、
寫
經
の
功
德
に
よ

っ
て
地
獄
や
餓
鬼
道
か
ら
の
脱
却
、
極
樂
往
生
、
病
の
治
癒
、
延
命
等
が
與
え

ら
れ
る
救
濟
の
物
語
が
數
多
い
。
梁
慧
皎
『
高
僧
傳
』
卷
十
二
慧
果
傳
に
は
寫

經
に
よ
る
餓
鬼
道
か
ら
の
救
濟
の
物
語
が
語
ら
れ
る
。
も
と
同
じ
寺
の
僧
侶
で

あ
っ
た
幽
鬼
が
慧
果
に
追
福
の
寫
經
を
依
頼
し
、
『
法
華
經
』
一
部
を
作
成
し

た
と
こ
ろ
、
よ
り
よ
い
境
涯
に
轉
生
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
畜
生
道
か
ら
の
救

（
二
一
）

濟
物
語
と
し
て
は
、
牛
と
な
っ
た
亡
夫
を
救
う
逸
話
が
『
法
華
經
傳
記
』
卷
七

唐
綿
州
寡
妾
條
（
大
正
五
一
、
八
一
下
）
に
見
え
る
。

地
獄
か
ら
救
濟
さ
れ
る
逸
話
で
興
味
深
い
の
は
、
唐
唐
臨
『
冥
報
記
』
卷
中

の
隋
大
業
中
客
僧
條
で
あ
る
。
隋
代
に
あ
る
一
人
の
僧
侶
が
神
廟
に
宿
を
借
り

た
際
、
夜
に
な
っ
て
神
が
現
れ
、
死
者
に
會
わ
せ
て
く
れ
る
と
言
う
。
死
ん
で

地
獄
に
堕
ち
た
同
學
が
火
の
中
で
悶
え
苦
し
む
凄
慘
な
有
樣
を
眼
に
し
た
彼

は
、
同
學
を
救
う
た
め
に
『
法
華
經
』
一
部
を
書
寫
し
た
所
、
神
か
ら
「
師
爲

に
寫
經
し
、
始
め
題
目
を
盡
す
に
、
彼
已
に
脱
免
せ
り
」
と
知
ら
せ
を
受
け
る
。

（
二
二
）

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
題
名
を
書
い
た
だ
け
で
救
濟
が
達
成
さ
れ
て
い
る
點
が

特
徴
的
で
あ
る
。
物
語
の
中
で
は
書
寫
と
莊
嚴
を
終
え
る
の
だ
が
、
後
か
ら
こ

の
よ
う
な
結
果
を
告
げ
ら
れ
る
の
は
、
他
者
を
救
い
た
い
と
い
う
志
の
強
さ
や
、

經
題
を
書
く
と
い
う
僅
か
な
行
爲
で
も
大
き
な
福
德
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
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を
強
調
せ
ん
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
よ
り
極
端
に
し
た
の
が
、
寫
經
の
た
め
の
紙
を
買
っ
た
だ
け
で
極
樂

往
生
が
果
た
さ
れ
た
と
す
る
物
語
で
あ
る
。
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
陳
法
藏
條

で
は
、
亡
妻
の
た
め
に
『
法
華
經
』
を
書
寫
す
る
と
、「
昨
に
紙
を
買
ひ
し
時
、

以
て
即
ち
天
に
生
」
れ
、
『
弘
贊
法
華
傳
』
何
玄
玲
條
に
も
「
夫
爲
に
紙
を
買

ふ
の
日
、
已
に
天
に
往
生
せ
り
」
と
あ
り
、
救
濟
の
原
因
は
書
寫
以
前
の
段
階

（
二
三
）

に
在
る
。
つ
ま
り
功
德
が
書
寫
と
い
う
具
體
的
行
爲
、
及
び
作
成
さ
れ
た
經
卷

か
ら
乖
離
し
て
、
行
動
の
起
點
へ
と
遡
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
傾

向
の
背
後
に
は
發
願
の
精
神
的
價
値
の
重
視
が
潜
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
經

題
書
寫
や
紙
を
買
う
と
い
う
僅
か
な
行
為
は
行
動
に
よ
る
發
願
の
真
實
性
の
表

明
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
そ
の
時
点
で
救
い
を
得
る
に
足
る
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

次
に
病
の
治
癒
と
蘇
生
、
延
命
の
逸
話
と
し
て
、
『
法
華
經
傳
記
』
卷
七
の

唐
溜
州
李
健
安
條
を
舉
げ
て
お
き
た
い
。
李
健
安
の
逸
話
は
、
病
身
の
若
者
が

兩
親
と
自
分
の
た
め
に
寫
經
を
行
う
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
「
吾
將
に
二
親
及

び
脱
患
の
爲
、
自
ら
法
華
を
寫
さ
ん
」
と
誓
う
が
、
一
卷
を
造
り
か
け
た
所
で

息
絶
え
、
一
昼
夜
の
後
に
蘇
生
し
て
そ
の
間
の
出
来
事
を
語
る
。
冥
界
で
捕
縛

さ
れ
る
が
、
城
か
ら
出
て
き
た
役
人
に
「
君
は
二
親
の
爲
に
法
華
の
題
を
造
り
、

此
の
善
根
に
依
り
、
文
殊
來
り
て
救
ひ
、
舊
疾
方
に
除
く
」
云
々
と
告
げ
ら
れ
、

百
歳
の
寿
命
を
与
え
ら
れ
て
蘇
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
假
死
状
態
―
冥
界
巡
り

（
二
四
）

―
蘇
生
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
霊
験
記
の
類
に
常
套
的
な
も
の
で
あ
る
。
上
で

（
二
五
）

見
て
き
た
よ
う
な
追
福
寫
經
は
生
者
が
死
者
の
た
め
に
行
う
も
の
だ
が
、
こ
こ

で
は
自
分
自
身
の
書
寫
の
功
德
に
よ
っ
て
救
濟
を
得
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
自

身
の
寫
經
に
よ
っ
て
蘇
生
と
治
癒
を
得
る
の
に
加
え
、
自
身
及
び
兩
親
の
延
命

ま
で
も
が
福
德
と
し
て
與
え
ら
れ
る
。
經
題
書
寫
の
み
で
救
わ
れ
る
と
い
う
モ

チ
ー
フ
が
こ
こ
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
と
と
も
に
、
病
身
を
お
し
て
自
ら
書
寫
し

よ
う
と
す
る
點
に
よ
っ
て
、
發
願
の
精
神
的
價
値
が
一
層
強
調
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
逸
話
で
書
寫
さ
れ
て
い
る
の
は
『
法
華
經
』
と
い
う
由
緒
正
し
い
經

典
だ
が
、
そ
の
一
方
、
敦
煌
遺
書
中
に
は
、
隋
か
ら
初
唐
に
か
け
て
既
に
成
立

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
『
救
疾
經
』
、
『
續
命
經
』
、
『
延
壽
命
經
』
等
と
名
付

け
ら
れ
た
中
國
編
纂
經
典
が
い
ず
れ
も
複
數
點
殘
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所

（
二
六
）

謂
僞
經
が
、
道
教
に
お
け
る
不
老
長
生
思
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
敦
煌
寫
本
の
願
文
や
上
の
逸
話
に
見
た
よ
う
な
書
寫
の
功
徳
に
よ
る
病

氣
治
癒
、
延
命
の
願
望
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
書
寫

受
持
を
實
踐
し
て
願
望
を
實
現
す
る
た
め
の
、
專
用
の
經
典
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
た
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
の
は
寫
經
の
功
德
に
よ
る
善
報
で
あ
る
が
、
で
は
逆

に
經
典
を
冒
涜
し
た
場
合
い
か
な
る
惡
報
が
待
ち
受
け
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
唐
道
世
『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
に
引
か
れ
る
南
齊
王
琰
『
冥

祥
記
』
に
は
、
劉
宋
期
の
尼
僧
で
あ
る
智
通
の
逸
話
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
信
仰
が
淺
く
、
還
俗
、
結
婚
、
出
産
を
し
た
智
通
は
、
貧
し
さ
故
に
「
數

卷
の
素
の
無
量
壽
、
法
華
等
の
經
有
り
、
悉
く
之
を
練
擣
し
、
以
て
其
の
兒
に

衣
す
」
。
す
る
と
病
に
罹
っ
て
激
痛
に
悶
え
苦
し
み
、
「
常
に
空
中
の
語
を
聞

き
て
云
へ
ら
く
、
經
を
壞
し
て
衣
と
爲
し
、
此
の
劇
報
を
得
、
と
。
旬
餘
に
し

て
死
せ
り
」
と
い
う
末
路
を
辿
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
典
を
破
損
し
た
者
に
は

（
二
七
）

報
い
と
し
て
病
と
死
の
惡
報
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
救
濟
と
い
う
善

報
の
物
語
と
表
裏
一
體
の
關
係
に
あ
る
。

周
知
の
如
く
敦
煌
遺
書
で
大
多
數
を
占
め
る
佛
教
經
典
の
寫
本
に
は
、
經
卷

の
末
尾
に
し
ば
し
ば
作
成
者
に
よ
る
願
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

「
亡
考
」
、
「
亡
妣
」
等
の
亡
く
な
っ
た
近
親
や
、
「
七
世
父
母
、
所
生
父
母
」
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の
よ
う
に
祖
先
ま
で
含
め
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
成
佛
を
祈
る
願
文
が
數
多
く
、

ま
た
病
人
の
治
癒
、
ひ
い
て
は
長
壽
延
命
の
た
め
の
願
文
が
散
見
さ
れ
る
。
本

（
二
八
）

章
で
述
べ
て
き
た
寫
經
に
よ
る
救
濟
の
物
語
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
敦
煌
遺

書
の
願
文
に
も
經
卷
書
寫
の
功
德
を
信
じ
實
踐
し
た
人
々
の
祈
り
が
見
て
と
れ

る
。
諸
々
の
苦
し
み
か
ら
の
救
濟
と
い
う
善
報
と
、
業
病
や
死
と
い
う
惡
報
が

込
め
ら
れ
た
逸
話
は
、
當
時
の
人
々
の
救
い
へ
の
希
求
と
苦
へ
の
恐
れ
を
反
映

し
て
い
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
物
語
を
聞
く
者
に
對
し
て
一
層
強
く
寫
經
を
勸

め
る
力
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

三

寫
本
と
奇
跡

寫
本
に
ま
つ
わ
る
奇
跡
の
物
語
に
は
特
に
顯
著
な
二
つ
の
類
型
が
存
す
る
。

一
つ
は
火
の
中
で
燃
え
な
い
と
い
う
奇
跡
、
も
う
一
つ
は
水
に
濡
れ
ず
、
沈
ま

な
い
と
い
う
奇
跡
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
二
種
を
中
心
に
奇
跡
の
逸
話
に
つ

い
て
檢
討
し
て
い
こ
う
。

・
火
災
時
の
奇
跡

火
中
で
燃
え
な
い
と
い
う
奇
跡
に
つ
い
て
、
ま
ず
古
い
も
の
と
し
て
擧
げ
る

べ
き
は
、
梁
僧
祐
『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
三
に
立
傳
さ
れ
て
い
る
後
漢
の
譯
經

者
と
し
て
名
高
い
朱
士
行
の
逸
話
で
あ
る
。
于
闐
で
得
た
梵
本
を
洛
陽
へ
持
ち

歸
ろ
う
と
し
た
所
、
小
乘
の
學
衆
に
妨
害
さ
れ
た
朱
士
行
は
、
漢
へ
の
流
傳
が

必
須
で
あ
る
こ
と
を
證
明
す
る
た
め
に
經
典
を
焚
き
火
に
く
べ
る
。
す
る
と
「
火

即
ち
爲
に
滅
し
、
一
字
を
損
せ
ず
、
皮
牒
故
の
如
し
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
奇
跡

（
二
九
）

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
朱
士
行
の
眞
摯
な
誓
願
の
力
と
、
教
え
を
廣
め
る
た
め

の
佛
の
加
護
、
そ
し
て
經
典
そ
の
も
の
が
持
つ
聖
性
が
讀
み
取
れ
る
。

さ
て
、
朱
士
行
の
逸
話
で
は
經
卷
を
故
意
に
火
中
へ
投
げ
入
れ
る
が
、
後
の

靈
驗
記
の
類
に
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
火
災
に
遭
っ
た
際
に
經
卷
だ
け
が
燒
け

殘
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
東
晉
期
の
人
で
『
光
世
音
應
驗
記
』
の
作
者
と
し

て
知
ら
れ
る
謝
敷
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
『
冥
祥
記
』
晉
謝
敷
條
（
大
正
五
三
、
四
一
八

上
）

篤
信
大
法
、
精
勤
不
倦
、
手
寫
首
楞
嚴
經
。
當
在
都
白
馬
寺
中
、
寺
爲
災

所
延
、
什
物
餘
經
竝
成
煨
燼
、
而
此
經
止
燒
紙
頭
界
外
而
已
。
文
字
悉
存
、

無
所
毀
失
。

（
篤
く
大
法
を
信
じ
、
精
勤
し
て
倦
ま
ず
、
手
づ
か
ら
首
楞
嚴
經
を
寫
す
。

都
の
白
馬
寺
の
中
に
在
る
に
當
た
り
て
、
寺
は
災
の
延
ぶ
る
所
と
爲
り
、

什
物
餘
經
竝
び
に
煨
燼
と
成
る
も
、
而
れ
ど
も
此
の
經
は
止
だ
紙
頭
界
外

を
燒
く
の
み
。
文
字
悉
く
存
し
、
毀
失
す
る
所
無
し
。
）

『
出
三
藏
記
集
』
法
顯
傳
に
傳
え
ら
れ
る
失
名
氏
の
逸
話
も
同
種
の
筋
書
き

で
、
火
事
の
際
に
「
資
物
皆
な
盡
く
る
も
、
唯
だ
泥
洹
經
の
み
儼
然
と
具
存
す
。

煨
燼
侵
さ
ず
、
卷
色
異
な
る
無
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
彼
が
書
寫
し
た
經
卷
の

み
傷
一
つ
な
く
燒
け
殘
る
。
こ
の
二
つ
の
逸
話
で
は
、
兩
者
と
も
に
深
く
佛
教

（
三
〇
）

に
歸
依
し
て
、
日
頃
か
ら
修
行
に
勤
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
自
ら
寫
經

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
火
事
に
見
舞
わ
れ
燒
き
盡
く
さ
れ
た
物

と
、
燒
け
殘
っ
た
『
首
楞
嚴
經
』
、
『
泥
洹
經
』
の
違
い
、
そ
れ
は
彼
ら
が
自

ら
の
手
で
書
き
寫
し
た
と
い
う
點
に
在
る
。
書
寫
者
の
信
仰
心
の
篤
さ
が
經
卷

に
不
思
議
な
力
を
與
え
る
と
い
う
構
造
が
こ
こ
に
潛
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

・
水
難
時
の
奇
跡

經
卷
が
水
の
中
に
沈
ま
な
い
、
濡
れ
な
い
と
い
っ
た
逸
話
の
中
で
は
、
傳
承
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の
古
い
も
の
と
し
て
は
『
冥
祥
記
』
の
晉
の
蕫
吉
の
逸
話
が
擧
げ
ら
れ
る
。
常

々
『
首
楞
嚴
經
』
を
誦
し
て
お
り
、
彼
の
誦
經
が
病
に
効
く
と
評
判
だ
っ
た
蕫

吉
は
、
あ
る
時
川
向
こ
う
に
住
ま
う
病
氣
の
友
人
の
所
へ
驅
け
つ
け
よ
う
と
す

る
。
大
雨
で
増
水
し
た
川
を
前
に
し
て
逡
巡
し
た
後
、
己
が
身
を
顧
み
ず
に
如

來
へ
の
誓
い
を
發
し
、
經
卷
を
頭
に
載
せ
て
川
へ
と
入
る
。
し
か
し
「
既
に
岸

に
上
る
を
得
る
も
、
囊
經
を
失
」
い
悔
恨
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
が
、
辿

り
着
い
た
友
人
の
家
に
は
失
っ
た
は
ず
の
經
が
あ
り
、
濡
れ
た
外
側
の
袋
に
對

し
て
、「
囊
を
開
き
て
經
を
視
る
に
、
尚
ほ
燥
け
る
こ
と
故
の
如
し
」
で
あ
っ
た
。

（
三
一
）

朱
士
行
の
逸
話
で
も
彼
の
誓
願
が
佛
の
加
護
を
呼
び
起
こ
し
て
い
た
よ
う
に
、

そ
の
經
を
受
持
し
て
い
る
人
物
の
眞
摯
な
心
が
佛
へ
と
働
き
か
け
る
こ
と
で
、

こ
の
よ
う
な
水
難
で
の
奇
跡
を
發
現
し
て
い
る
。

唐
代
で
は
『
冥
報
記
』
卷
中
所
載
の
蘇
長
の
妾
の
逸
話
が
こ
れ
に
よ
く
類
似

し
て
い
る
。
嵐
で
船
が
難
破
し
た
際
、
日
頃
か
ら
『
法
華
經
』
を
讀
誦
し
て
い

た
篤
信
の
彼
女
は
「
頭
に
經
函
を
載
せ
、
與
に
倶
に
沒
せ
ん
こ
と
を
誓
」
う
と
、

船
が
沈
ん
で
も
妾
一
人
溺
れ
ず
に
岸
に
到
達
し
、
函
中
の
經
卷
も
「
了
に
濕
汗

無
し
」
で
あ
っ
た
。
蕫
吉
、
蘇
長
の
妾
の
逸
話
で
は
、
い
ず
れ
も
經
を
身
に
着

（
三
二
）

け
る
點
が
特
徴
的
で
あ
る
。
聖
性
を
備
え
た
經
卷
が
水
に
よ
る
損
傷
を
受
け
な

い
の
は
火
の
例
で
も
同
樣
だ
が
、
こ
こ
で
は
加
え
て
、
經
を
受
持
す
る
者
に
ま

で
奇
跡
の
力
が
及
び
、
人
間
を
救
濟
す
る
物
語
と
も
な
っ
て
い
る
。

前
章
で
書
寫
以
前
の
發
願
の
精
神
的
價
値
を
重
視
す
る
傾
向
を
指
摘
し
た

が
、
朱
士
行
、
蕫
吉
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
奇
跡
を
引
き
起
こ
す
要
因
は
彼
ら

の
強
い
誓
願
に
在
る
。
強
く
純
粹
な
心
に
對
し
て
相
應
し
い
恩
寵
が
與
え
ら
れ

る
と
い
う
因
果
關
係
に
は
、
六
朝
佛
教
の
基
調
で
あ
っ
た
佛
と
修
行
者
の
關
係

を
「
感
應
」
で
捉
え
る
思
想
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
謂
わ
ば
精
神

（
三
三
）

的
清
ら
か
さ
が
引
き
起
こ
す
奇
跡
の
物
語
だ
が
、
唐
代
の
他
の
物
語
に
目
を
向

け
る
と
、
書
寫
時
の
清
淨
性
と
い
う
も
う
一
つ
の
奇
跡
發
現
の
要
因
が
は
っ
き

り
と
表
れ
て
い
る
。

・
書
寫
時
の
清
淨
性
の
追
求

上
に
舉
げ
た
物
語
以
外
に
も
同
種
の
奇
跡
の
逸
話
は
複
数
あ
る
が
、
同
工
異

（
三
四
）

曲
の
物
語
の
中
で
唐
道
宣
『
集
神
州
三
寶
感
通
録
』
に
傳
え
ら
れ
る
貞
觀
年
間

の
令
狐
元
軌
の
逸
話
が
興
味
深
い
。
『
法
華
經
』
等
を
「
法
の
如
く
潔
淨
に
」

書
寫
し
て
『
老
子
』
と
共
に
置
い
て
い
た
所
火
事
に
あ
い
、
全
て
灰
燼
に
歸
し

た
か
と
思
わ
れ
た
が
、
探
し
て
み
る
と
「
其
の
内
の
諸
經
宛
然
と
し
て
故
の
如

く
、
黄
色
改
め
ず
、
唯
だ
箱
帙
灰
と
成
る
の
み
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
其
の
金

剛
般
若
經
一
卷
、
題
字
焦
黒
せ
り
。
由
る
所
を
訪
問
す
る
に
、
乃
ち
初
め
經
に

題
せ
る
時
、
州
官
の
書
を
能
く
す
る
有
り
、
其
の
人
行
ふ
こ
と
急
、
潔
淨
を
獲

ず
、
直
爾
に
題
を
立
て
、
是
に
由
り
て
焚
か
る
」
。
こ
の
逸
話
で
特
に
注
意
す

（
三
五
）

べ
き
は
、
書
寫
に
際
し
て
は
「
法
の
如
く
潔
淨
」
に
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
故

に
「
潔
淨
を
獲
」
な
か
っ
た
部
分
は
燒
け
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、
書
寫
時
の
手

順
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
清
淨
性
を
強
調
す
る
點
で
あ
る
。

唐
代
の
多
く
の
逸
話
で
、
書
寫
の
際
の
場
所
や
材
料
、
そ
し
て
書
寫
者
の
身

體
や
衣
服
が
清
淨
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
經
典
書
寫
に
一
定
の
方

式
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
沐
浴
や
衣
服
の

（
三
六
）

交
換
と
い
う
潔
齋
は
朝
謁
や
種
々
の
祭
祀
、
儀
禮
に
際
し
て
行
わ
れ
、
儒
教
の

傳
統
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
書
寫
の
逸
話
に
見
ら
れ
る
清
め
の
方
法

は
傳
統
的
潔
齋
の
範
圍
を
超
え
て
お
り
、
佛
教
に
お
け
る
淨
―
不
淨
の
對
比
の

中
で
先
鋭
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
馬
衡
條
の
兩
親
の
た
め
に
追
福
の
寫
經
を
行

う
逸
話
で
は
、
香
水
を
使
っ
て
寫
經
専
用
の
料
紙
と
建
物
を
作
り
、
書
寫
者
に
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つ
い
て
も
潔
齋
の
み
な
ら
ず
、
建
物
か
ら
出
入
り
す
る
毎
に
衣
服
を
着
替
え
る

と
さ
れ
る
。
香
に
よ
る
入
念
な
清
め
や
、
紙
の
材
料
と
な
る
樹
木
か
ら
育
て
る

（
三
七
）

點
な
ど
、
書
寫
に
至
る
前
の
準
備
段
階
ま
で
も
が
問
題
と
さ
れ
、
多
方
面
に
わ

た
る
徹
底
的
な
汚
穢
の
排
除
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
條
に
は
さ
ら

に
水
難
時
の
奇
跡
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
續
い
て
い
る
。
激
し
い
風
雨
で
小
屋
は
破

損
し
、
經
卷
も
所
在
不
明
と
な
る
が
、
後
に
水
の
中
か
ら
發
見
さ
れ
る
と
、「
儼

然
と
し
て
乾
淨
、
一
も
傷
損
無
く
、
濕
ら
ず
汚
れ
ず
」
で
あ
っ
た
。
「
乾
淨
」
、

「
不
汚
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
經
卷
が
水
に
汚
さ
れ
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、

清
淨
に
作
ら
れ
た
經
卷
は
汚
穢
を
は
ね
つ
け
る
力
を
持
つ
、
と
い
う
意
識
が
う

か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
清
淨
性
の
追
求
を
極
端
な
ま
で
に
推
し
進
め
た
の
が
、
『
冥
報

記
』
卷
上
の
無
名
尼
の
逸
話
で
あ
ろ
う
。
こ
の
逸
話
で
も
經
典
書
寫
專
用
の
獨

立
し
た
部
屋
を
造
り
、
沐
浴
と
香
に
よ
る
清
め
で
は
飽
き
た
ら
ず
、
書
寫
者
の

汚
れ
た
吐
息
が
書
寫
中
の
經
卷
に
か
か
る
の
を
恐
れ
、
「
壁
を
鑿
ち
て
外
に
通

じ
、
一
竹
筒
を
加
へ
、
寫
經
の
人
を
し
て
息
を
出
さ
ん
と
欲
す
る
毎
に
、
輒
ち

竹
筒
を
含
み
、
氣
を
壁
外
に
吐
か
し
」
め
た
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
あ
る
。

（
三
八
）

で
は
こ
れ
ら
の
要
素
に
欠
け
る
所
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
『
冥

報
記
』
の
無
名
尼
の
條
に
は
續
け
て
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。

あ
る
僧
侶
が
固
辭
す
る
尼
を
と
が
め
て
無
理
に
こ
の
經
卷
を
借
り
受
け
た
所
、

「
唯
だ
黄
紙
を
見
る
の
み
、
了
に
文
字
無
」
く
、
尼
が
再
び
取
り
戻
し
て
清
め

と
行
道
を
す
る
と
文
字
が
復
活
し
た
。
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
張
萬
福
の
條
に

（
三
九
）

も
文
字
消
失
の
逸
話
が
あ
り
、
こ
ち
ら
で
は
「
竟
に
手
を
洗
は
ず
、
即
ち
經
を

取
り
て
卷
を
開
け
ば
、
中
は
竝
び
に
黄
紙
、
遂
に
一
字
無
し
」
で
あ
っ
た
。
前

（
四
〇
）

者
は
精
神
面
、
後
者
は
物
質
面
で
の
汚
れ
か
ら
、
清
淨
な
る
聖
典
に
相
應
し
か

ら
ぬ
人
物
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
物
心
兩
面
の
清
淨
性
が
經
卷
に
觸
れ
る
た
め

の
條
件
な
の
で
あ
る
。
最
初
に
見
た
令
狐
元
軌
の
逸
話
で
「
潔
淨
を
獲
」
な
か

（
四
一
）

っ
た
人
物
が
書
い
た
部
分
の
み
燒
け
て
し
ま
っ
た
の
も
、
こ
れ
と
同
種
の
觀
念

に
基
づ
い
て
い
る
。

以
上
の
逸
話
か
ら
、
頻
繁
な
衣
服
の
交
換
と
沐
浴
、
香
や
香
水
の
多
用
、
特

別
な
書
寫
の
場
と
書
寫
材
料
、
汚
れ
た
息
の
排
除
と
い
っ
た
要
素
に
、
書
寫
の

段
階
で
の
清
淨
性
の
追
求
が
顯
著
に
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
經
卷
の
持
つ

奇
跡
の
力
と
は
、
そ
れ
自
體
が
本
來
備
え
て
い
る
聖
典
と
し
て
の
地
位
と
、
書

寫
、
受
持
す
る
者
の
精
神
面
の
清
ら
か
さ
に
加
え
、
肉
體
や
衣
裝
、
書
寫
の
材

料
や
場
所
な
ど
の
物
質
面
で
の
清
淨
性
が
根
源
に
な
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
經
卷
を
受
持
讀
誦
す
る
場
合
に
も
精
神
及
び
肉
體
の
清
ら
か
さ
が
要

求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

・
「
火
不
能
燒
」
、
「
水
不
能
漂
」

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
火
災
水
難
の
物
語
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、

第
一
章
で
確
認
し
た
ル
ー
ツ
以
外
に
、
漢
譯
經
典
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
水

火
に
害
さ
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
の
文
言
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
大
乘
諸
經
典
に
幅
廣
く
存
在
す
る
表
現
で
あ
り
、
就
中
定
型
化
さ
れ

た
文
言
が
「
火
不
能
燒
」
、
「
水
不
能
漂
」
の
類
で
あ
る
。
『
妙
法
蓮
華
經
』
か

ら
一
例
を
舉
げ
て
お
こ
う
。

『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
六
藥
王
菩
薩
本
事
品
（
大
正
九
、
五
四
下
）

汝
能
於
釋
迦
牟
尼
佛
法
中
、
受
持
讀
誦
思
惟
是
經
、
爲
他
人
説
、
所
得
福

德
無
量
無
邊
、
火
不
能
燒
、
水
不
能
漂
。

（
汝
能
く
釋
迦
牟
尼
佛
の
法
の
中
に
於
い
て
、
是
の
經
を
受
持
讀
誦
思
惟

し
、
他
人
の
爲
に
説
か
ば
、
得
る
所
の
福
德
は
無
量
無
邊
、
火
燒
く
能
は
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ず
、
水
漂
は
す
能
は
ず
。
）

こ
の
表
現
は
他
の
多
く
の
經
典
で
も
廣
範
に
用
い
ら
れ
、
佛
法
を
學
び
修
行

す
る
者
が
手
に
し
う
る
境
地
を
表
す
常
套
句
の
一
つ
で
あ
る
。
中
國
傳
統
思
想

（
四
二
）

に
目
を
轉
じ
る
と
、
道
家
の
眞
人
の
特
性
を
示
す
『
莊
子
』
大
宗
師
篇
「
古
の

眞
人
は
、
…
…
高
き
に
登
り
て
慄
れ
ず
、
水
に
入
り
て
濡
れ
ず
、
火
に
入
り
て

熱
し
と
せ
ず
」
が
こ
れ
と
類
似
す
る
。
傳
統
的
眞
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
水
難
火
災

（
四
三
）

に
お
け
る
奇
跡
の
物
語
が
展
開
す
る
際
の
源
泉
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
水
火
の

影
響
を
蒙
ら
な
い
と
い
う
屬
性
が
そ
の
者
の
聖
性
を
表
象
す
る
點
で
兩
者
は
共

通
し
て
い
る
。

（
四
四
）

で
は
か
か
る
文
言
を
有
す
る
佛
教
諸
經
典
の
中
で
、
上
述
の
救
濟
と
奇
跡
の

逸
話
に
關
連
し
て
最
も
影
響
力
の
大
き
か
っ
た
の
は
何
か
と
言
え
ば
、
次
の
『
妙

法
蓮
華
經
』
普
門
品
の
冒
頭
の
一
節
で
あ
ろ
う
。

『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
七
觀
世
音
菩
薩
普
門
品
（
大
正
九
、
五
六
下
）

若
有
持
是
觀
世
音
菩
薩
名
者
、
設
入
大
火
、
火
不
能
燒
、
由
是
菩
薩
威
神

力
故
、
若
爲
大
水
所
漂
、
稱
其
名
號
、
即
得
淺
處
。

（
若
し
是
の
觀
世
音
菩
薩
の
名
を
持
す
る
者
有
ら
ば
、
設
ひ
大
火
に
入
る

も
、
火
燒
く
能
は
ず
、
是
の
菩
薩
の
威
神
力
に
由
る
が
故
に
、
若
し
大
水

の
漂
は
す
所
と
爲
る
も
、
其
の
名
號
を
稱
す
れ
ば
、
即
ち
淺
處
を
得
。
）

こ
の
一
節
は
他
の
經
典
の
例
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
、
修
行
者
自
身
の

得
る
境
地
と
し
て
で
は
な
く
、
應
現
自
在
の
威
神
力
を
持
つ
觀
世
音
が
弱
き
衆

生
を
救
う
と
い
う
よ
う
に
、
菩
薩
か
ら
與
え
ら
れ
る
加
護
と
し
て
説
か
れ
て
お

り
、
た
だ
名
號
を
稱
え
る
こ
と
の
み
が
要
求
さ
れ
る
の
も
特
徴
と
言
え
る
。

周
知
の
通
り
、
こ
の
品
は
先
行
す
る
西
晉
竺
法
護
譯
『
正
法
華
經
』
光
世
音

普
門
品
と
と
も
に
熱
烈
な
觀
音
信
仰
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
の

が
、
謝
敷
『
光
世
音
應
驗
記
』
を
始
め
と
す
る
一
連
の
觀
音
應
驗
の
物
語
群
や
、

普
門
品
の
み
が
單
行
し
た
『
光
世
音
經
』
、
『
觀
世
音
經
』
で
あ
っ
た
。
危
機

に
陷
っ
た
時
、
名
號
を
稱
え
る
だ
け
で
す
ぐ
さ
ま
應
じ
て
助
け
て
く
れ
る
菩
薩
、

そ
ん
な
守
護
神
的
存
在
と
し
て
幅
廣
く
信
仰
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
觀
世
音
菩
薩
の
特
性
を
表
し
た
普
門
品
冒
頭
の
一
節
が
廣
範
に
浸
透
し
て
い

た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
ず
、
觀
音
の
守
護
が
あ
れ
ば
火
に
燒
か
れ
ず
水
に
も
流

さ
れ
ぬ
と
い
う
觀
念
も
同
樣
で
あ
っ
た
ろ
う
。

た
だ
し
一
つ
注
意
す
べ
き
は
、
一
般
に
經
典
で
は
「
水
火
に
害
さ
れ
な
い
」

と
い
う
境
地
を
飽
く
ま
で
佛
菩
薩
や
修
行
者
の
も
の
と
し
て
説
き
、『
法
華
經
』

普
門
品
が
説
く
の
も
人
間
の
救
濟
や
佛
の
神
通
力
で
あ
っ
て
、
本
章
で
論
じ
て

き
た
經
卷
の
奇
跡
は
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
水
難
時
の
奇
跡

の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
蕫
吉
と
蘇
長
の
妾
の
逸
話
は
、
聖
な
る
經
卷
に
奇
跡

が
起
こ
る
物
語
で
あ
る
と
共
に
、
經
典
受
持
の
功
德
に
よ
る
人
間
の
救
濟
物
語

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
逸
話
に
し
て
始
め
て
經
典
の
本
旨
に
沿
う
の
で
あ

り
、
經
卷
が
燃
え
な
い
、
濡
れ
な
い
と
い
う
物
語
は
經
典
の
記
述
か
ら
や
や
逸

脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
經
卷
の
持
つ
奇
跡
の
力
と
は
、
第
一
章
で
論

じ
た
經
卷
崇
拜
の
思
想
、
特
に
經
卷
の
存
在
を
佛
菩
薩
の
存
在
と
等
し
い
も
の

と
す
る
思
想
を
も
と
に
、
佛
と
等
し
い
經
卷
に
も
佛
の
聖
性
と
神
通
力
が
備
わ

る
と
い
う
考
え
を
導
き
出
す
こ
と
で
成
り
立
っ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
一
段
の
展
開
を
經
て
、
佛
菩
薩
や
修
行
者
の
み
な
ら
ず
、
經
卷
と
い

う
物
質
に
ま
で
奇
跡
の
力
を
認
め
、
言
う
な
れ
ば
物
神
崇
拜
の
如
き
樣
相
を
呈

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
思
想
は
儒
教
經
典
へ
も
波
及
し
て
い
た
。
『
南
史
』
顧
歡
傳
で
は
、
顧

歡
が
病
に
苦
し
む
者
に
「
仲
尼
居
を
取
り
て
病
人
の
枕
邊
に
起
き
て
之
を
恭
敬

す
べ
し
、
自
ら
差
ゆ
る
な
り
」
と
勸
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
回
復
し
た
理
由
を
「
善

は
惡
を
禳
ひ
、
正
は
邪
に
勝
つ
、
此
れ
病
者
の
差
ゆ
る
所
以
な
り
」
と
語
る
。

（
四
五
）
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こ
こ
に
言
う
「
仲
尼
居
」
は
『
孝
經
』
開
宗
明
義
章
の
冒
頭
の
一
句
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
『
孝
經
』
の
第
一
巻
を
指
し
て
い
る
。
六
朝
期
に
『
觀
音
經
』
の

如
く
宗
教
經
典
と
し
て
讀
誦
さ
れ
、
呪
術
力
を
持
つ
と
さ
れ
た
『
孝
經
』
。
こ

（
四
六
）

の
逸
話
で
、
枕
元
に
置
き
禮
拜
す
る
こ
と
で
病
を
癒
し
た
「
仲
尼
居
」
の
句
、

ひ
い
て
は
『
孝
經
』
巻
一
と
は
、
す
な
わ
ち
彼
ら
に
と
っ
て
、
「
善
」
に
し
て

「
正
」
な
る
孔
子
が
そ
こ
に
現
に
存
在
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

結
び

以
上
、
本
稿
で
は
漢
譯
經
典
と
六
朝
隋
唐
期
の
佛
典
書
寫
に
ま
つ
わ
る
物
語

に
よ
っ
て
、
書
寫
の
思
想
的
意
味
を
考
察
し
た
。
こ
の
他
、
六
朝
隋
唐
期
に
は

や
や
特
殊
な
形
態
の
寫
經
と
し
て
金
と
血
に
よ
る
經
典
書
寫
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
思
想
的
考
察
を
要
す
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
上
詳

論
を
控
え
て
別
稿
に
讓
る
。
ま
た
佛
教
に
お
け
る
造
像
の
功
徳
、
及
び
道
教
に

お
け
る
寫
經
と
の
比
較
や
、
書
道
史
の
側
面
に
も
考
察
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

佛
典
書
寫
に
ま
つ
わ
る
救
濟
と
奇
跡
の
物
語
は
、
法
寶
を
具
象
化
し
た
も
の

で
あ
る
經
卷
は
佛
と
等
し
く
、
不
思
議
な
奇
跡
の
力
を
備
え
て
お
り
、
日
常
生

活
の
中
で
經
卷
を
手
厚
く
受
持
し
、
聖
典
に
相
應
し
い
者
た
る
べ
く
心
身
を
清

ら
か
に
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
教
え
る
。
そ
し
て
危
機
に
陷
っ
た
際
に
救

い
を
得
ら
れ
る
と
し
て
、
經
卷
の
書
寫
と
崇
拜
を
勸
め
る
。

六
朝
隋
唐
期
に
中
國
佛
教
が
隆
盛
を
迎
え
た
こ
と
は
、
寫
本
と
い
う
書
物
の

形
態
と
無
關
係
で
は
あ
る
ま
い
。
印
度
に
お
い
て
大
乘
佛
教
初
期
に
口
承
か
ら

書
寫
へ
と
傳
達
方
法
が
變
化
し
た
こ
と
と
、
中
國
で
三
、
四
世
紀
に
書
寫
の
媒

體
が
簡
帛
か
ら
紙
へ
と
段
階
的
に
變
化
し
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
現
象
を
類
比

し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
乘
佛
教
の
勢
力
擴
大
が
功
德
思
想

や
經
卷
崇
拜
と
い
う
思
想
的
意
味
に
よ
る
書
寫
の
推
奨
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た

よ
う
に
、
中
國
に
お
い
て
は
、
携
帶
性
と
利
便
性
に
優
れ
た
紙
と
い
う
素
材
の

普
及
が
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
思
想
的
意
味
づ
け
と
相
俟
っ
て
布
教
の
速
度
を

上
げ
、
六
朝
隋
唐
期
の
活
況
を
導
き
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宋
代
か
ら
始
ま
る
版
本
時
代
に
入
る
と
、
流
布
の
役
割
は
徐
々
に
版
本
へ
と

移
行
し
て
い
く
。
勿
論
寫
眞
技
術
が
傳
わ
る
以
前
の
ご
く
近
い
時
代
ま
で
寫
本

は
作
ら
れ
續
け
た
が
、
版
本
時
代
以
降
は
學
術
的
に
は
校
勘
等
の
た
め
に
所
謂

抄
本
が
作
成
さ
れ
、
佛
教
的
に
は
修
行
と
功
德
と
し
て
の
寫
經
が
行
わ
れ
る
と

い
う
よ
う
に
、
役
割
の
分
化
が
生
じ
た
と
言
え
る
。
中
國
佛
教
に
お
い
て
、
版

本
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
寫
經
の
精
神
的
價
値
が
受
け
繼
が
れ
て
い
っ
た
の

は
、
そ
の
隆
盛
期
が
ま
さ
し
く
寫
本
時
代
に
當
た
り
、
そ
の
間
に
上
記
の
如
く

展
開
し
、
幅
廣
く
浸
透
し
た
か
ら
こ
そ
だ
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
一
）
冨
谷
至
「
３
世
紀
か
ら
４
世
紀
に
か
け
て
の
書
寫
材
料
の
變
遷
」
（
冨
谷
至
編
著

『
流
沙
出
土
の
文
字
資
料
―
樓
蘭
・
尼
雅
出
土
文
書
を
中
心
に
』
京
都
大
學
學
術

出
版
會
、
二
〇
〇
一
、
四
七
七
―
五
二
六
頁
）
參
照
。

（
二
）
南
北
朝
期
の
寫
本
の
流
通
や
言
語
的
差
異
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
古
屋
昭

弘
「
寫
本
時
代
の
書
籍
の
流
通
と
地
域
言
語
」
（
中
國
古
籍
文
化
研
究
所
編
『
中
國

古
籍
流
通
學
の
確
立
』
ア
ジ
ア
地
域
文
化
學
叢
書
Ⅵ
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
）
參

照
。

（
三
）
以
下
、
行
論
の
便
宜
の
た
め
、
例
え
ば
般
若
經
な
ら
鳩
摩
羅
什
譯
『
摩
訶
般
若



- 118 -

中国学の新展開

波
羅
蜜
經
』
、
法
華
經
な
ら
同
譯
『
妙
法
蓮
華
經
』
を
用
い
、
他
の
異
譯
は
省
略
す

る
。
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
を
用
い
る
際
に
は
引
用
文
の
開
始
位
置
を
册
、
頁
、
段

に
よ
っ
て
示
し
、
そ
の
校
勘
記
に
よ
っ
て
文
字
を
改
め
た
場
合
は
特
に
注
記
し
な

い
。
初
出
時
の
み
翻
譯
者
、
著
者
名
を
附
す
。
曇
無
讖
譯
『
大
般
涅
槃
經
』
は
北

本
よ
り
引
用
し
、
對
應
す
る
南
本
の
頁
數
も
附
記
す
る
。

（
四
）
東
晉
僧
伽
提
婆
譯
『
增
壹
阿
含
經
』
卷
一
序
品
（
大
正
二
、
五
五
〇
下
）
「
若
有

書
寫
經
卷
者
、
繒
綵
花
蓋
持
供
養
。
此
福
無
量
不
可
計
、
以
此
法
寶
難
遇
故
」
。
ま

た
卷
四
十
四
十
不
善
品
（
大
正
二
、
七
八
九
下
）
。
榎
本
文
雄
「
阿
含
經
典
の
成
立
」

（
『
東
洋
學
術
研
究
』
第
二
三
卷
第
一
號
、
一
九
八
四
、
九
三
―
一
〇
八
頁
）
、
「
初

期
仏
教
思
想
の
生
成
―
北
傳
阿
含
の
成
立
」
（
岩
波
講
座
東
洋
思
想
第
八
卷
『
イ
ン

ド
仏
教
１
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
、
九
九
―
一
一
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
『
增
壹

阿
含
經
』
は
帰
属
部
派
が
不
明
で
、
大
乘
佛
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
五
）
『
佛
説
無
上
依
經
』
卷
下
囑
累
品
（
大
正
一
六
、
四
七
七
中
）
は
『
勝
天
王
般
若

波
羅
蜜
經
』
と
ほ
ぼ
同
文
、
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
十
得
相
章
（
大
正
三
一
、
二
二
四

中
）
、
『
中
邊
分
別
論
』
卷
二
無
上
乘
品
（
大
正
三
一
、
四
六
一
上
）
に
も
表
現
は

異
な
る
が
同
内
容
の
十
種
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
六
）
例
え
ば
『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
六
藥
王
菩
薩
本
事
品
（
大
正
九
、
五
四
中
）
、
『
大

般
涅
槃
經
』
卷
九
如
來
性
品
（
大
正
一
二
、
四
二
〇
中
、
南
本
六
六
一
中
）
、
北
涼

曇
無
讖
譯
『
金
光
明
經
』
卷
四
囑
累
品
（
大
正
一
六
、
三
五
八
上
）
等
。

（
七
）
山
口
益
、
横
超
慧
日
、
安
藤
俊
雄
、
舟
橋
一
哉
『
佛
教
學
序
説
』（
平
樂
堂
書
店
、

一
九
六
一
）
第
六
章
「
聖
典
の
成
立
と
そ
の
傳
播
」
第
三
節
「
保
存
と
普
及
」
、
三

二
二
頁
。

（
八
）
紀
贇
「
從
口
頭
到
書
面
―
文
獻
傳
播
方
式
的
改
變
與
大
乘
佛
教
的
興
起
」
（
『
第

一
屆
國
際
佛
教
大
藏
經
學
術
研
討
會
』
台
灣
、
佛
光
大
學
、
二
〇
一
〇
、
一
―
四

一
頁
、
特
に
三
・
一
・
七
「
經
典
崇
拜
與
大
乘
興
起
」
）
參
照
。

（
九
）
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
二
十
六
光
明
遍
照
高
貴
德
王
菩
薩
品
「
我
涅
槃
後
、
有
聲
聞

弟
子
、
愚
癡
破
戒
、
喜
生
鬪
諍
、
捨
十
二
部
經
、
讀
誦
種
種
外
道
典
籍
文
頌
手
筆
、

受
畜
一
切
不
淨
之
物
、
言
是
佛
聽
。
…
…
以
如
是
等
惡
比
丘
故
、
是
大
涅
槃
微
妙

經
典
廣
行
流
布
於
閻
浮
提
。
當
是
時
也
、
有
諸
弟
子
受
持
、
讀
誦
、
書
寫
是
經
、

廣
説
流
布
」
（
大
正
一
二
、
五
二
一
下
、
南
本
七
六
六
上
）
。

（
一
〇

）
望
月
信
亨
『
淨
土
教
の
起
源
及
發
達
』
（
共
立
社
、
一
九
三
〇
、
一
四
〇
―
一
九

六
頁
）
、
『
佛
教
經
典
成
立
史
論
』
（
法
藏
館
、
一
九
四
六
、
四
二
五
―
四
八
四
頁
）

で
中
國
成
立
と
論
證
さ
れ
、
そ
の
後
望
月
説
を
ふ
ま
え
た
研
究
が
數
多
く
、
最
近

で
は
船
山
徹
「
疑
經
『
梵
網
經
』
成
立
の
諸
問
題
」（
『
佛
教
史
學
研
究
』
第
三
九(

一)

號
、
佛
教
史
學
會
、
一
九
九
六
、
五
四
―
七
八
頁
）
參
照
。
『
梵
網
經
』
卷
下
「
汝

等
一
切
大
衆
、
若
國
王
、
…
…
受
持
菩
薩
戒
者
、
應
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、
書
寫

佛
性
常
住
戒
卷
、
流
通
三
世
」
（
大
正
二
四
、
一
〇
〇
九
中
）
。

（
一
一

）
荻
原
雲
來
「
無
量
義
と
は
何
か
」
（
『
日
本
佛
教
學
協
會
年
報
』
第
七
號
、
日
本

佛
教
學
會
、
一
九
三
五
、
一
―
一
四
頁
）
、
横
超
慧
日
「
無
量
義
經
に
つ
い
て
」（
『
印

度
學
佛
教
學
研
究

』
第
二(

二)

號
、
四
五
三
―
四
六
二
頁
、
日
本
印
度
學
佛
教
學

會
、
一
九
五
四)

參
照
。
『
無
量
義
經
』
「
敬
受
佛
勅
、
於
如
來
滅
後
、
當
廣
令
流
布

是
經
典
者
、
普
令
一
切
受
持
、
讀
誦
、
書
寫
、
供
養
」
（
大
正
九
、
三
八
九
中
）
。

（
一
二

）
清
田
寂
雲
「
法
華
經
の
「
書
寫
」
に
つ
い
て
」
（
『
密
教
文
化
』
第
七
一
・
七
二

號
、
一
九
六
五
、
一
六
〇
―
一
七
一
頁
）
、
清
田
寂
雲
「
般
若
經
等
の
書
寫
に
つ
い

て
」
（
『
天
台
學
報
』
第
四
十
號
、
一
九
九
八
、
一
―
九
頁
）
、
竹
内
正
祥
「
佛
教
經

典
に
お
け
る
「
書
寫
」
の
一
考
察
」
（
立
正
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
『
大
學
院
年

報
』
第
二
〇
號
、
二
〇
〇
三
、
一
〇
一
―
一
一
五
頁
）
參
照
。

（
一
三

）
『
法
華
經
傳
記
』
卷
十
十
種
供
養
記
（
大
正
五
一
、
九
四
中
）
の
秦
王
と
鳩
摩
羅

什
の
問
答
が
こ
の
箇
所
を
踏
ま
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
同
經
の
卷

五
分
別
功
德
品
（
大
正
九
、
四
五
中
）
、
卷
六
藥
王
菩
薩
本
事
品
（
大
正
九
、
五
四

中
）
に
も
同
樣
の
供
養
が
説
か
れ
る
。

（
一
四

）
『
妙
法
蓮
華
經
』
卷
六
如
來
神
力
品
「
所
在
國
土
、
若
有
受
持
、
讀
誦
、
解
説
、

書
寫
、
如
説
修
行
、
若
經
卷
所
住
之
處
、
…
…
是
中
皆
應
起
塔
供
養
。
所
以
者
何
。

當
知
是
處
即
是
道
場
、
諸
佛
於
此
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
諸
佛
於
此
轉
于
法



- 119 -

六朝隋唐期の佛典書寫をめぐる思想的考察

輪
、
諸
佛
於
此
而
般
涅
槃
」
（
大
正
九
、
五
二
上
）
、
『
大
般
涅
槃
經
』
卷
六
如
來
性

品
「
是
大
涅
槃
微
妙
經
典
所
流
布
處
、
當
知
其
地
即
是
金
剛
、
是
中
諸
人
亦
如
金

剛
」
（
大
正
一
二
、
三
九
八
中
、
南
本
六
三
八
中
）
。

（
一
五

）
後
秦
鳩
摩
羅
什
譯
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』
卷
十
法
稱
品
「
釋
提
桓
因
白
佛
言
、

世
尊
、
若
滿
閻
浮
提
佛
舍
利
作
一
分
、
般
若
波
羅
蜜
經
卷
作
一
分
、
二
分
之
中
、

我
寧
取
般
若
波
羅
蜜
經
卷
。
何
以
故
。
世
尊
、
我
於
佛
舍
利
非
不
恭
敬
、
非
不
尊

重
。
世
尊
、
以
是
舍
利
從
般
若
波
羅
蜜
中
生
、
般
若
波
羅
蜜
修
熏
、
故
是
舍
利
得

供
養
恭
敬
、
尊
重
讚
歎
」
（
大
正
八
、
二
九
〇
中
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
梶
山
雄
一

『
般
若
經
―
空
の
世
界
』
（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
二
、
初
出
は
中
公
新
書
、
一
九
七

六
）
一
二
九
―
一
三
七
頁
參
照
。

（
一
六

）
例
え
ば
『
攝
大
乘
論
』
卷
中
入
因
果
勝
相
（
大
正
三
一
、
一
二
五
中
）
。

（
一
七

）
『
增
壹
阿
含
經
』
卷
七
有
無
品
「
爾
時
世
尊
告
諸
比
丘
有
此
二
施
。
云
何
爲
二
。

所
謂
法
施
、
財
施
。
諸
比
丘
、
施
中
之
上
者
、
不
過
法
施
」（
大
正
二
、
五
七
七
中
）
。

（
一
八

）
西
晉
竺
法
護
譯
『
阿
差
末
菩
薩
經
』
卷
六
（
大
正
一
三
、
六
〇
五
下
）
、
劉
宋
求

那
跋
摩
譯
『
菩
薩
善
戒
經
』
卷
一
序
品
（
大
正
三
〇
、
九
六
〇
下
）
、
北
涼
曇
無
讖

譯
『
大
方
等
大
集
經
』
卷
三
十
無
盡
意
菩
薩
品
（
大
正
一
三
、
二
〇
六
下
）
。

（
一
九

）
六
朝
隋
唐
の
靈
驗
記
全
般
に
つ
い
て
は
劉
亞
丁
『
佛
教
靈
驗
記
研
究
―
以
晉
唐

爲
中
心
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
）
參
照
。

（
二
〇

）
小
笠
原
宣
秀
「
藍
谷
沙
門
慧
詳
に
就
い
て
」
（
『
龍
谷
學
報
』
第
三
一
五
號
、
一

九
三
六
、
二
五
―
四
四
頁
）
、
伊
吹
敦
「
唐
僧
慧
祥
に
就
い
て
」
（
『
早
稻
田
大
學
大

學
院
文
學
研
究
科
紀
要
別
册
』
第
一
四
號
、
一
九
八
七
、
三
三
―
四
五
頁
）
參
照
。

（
二
一

）
『
高
僧
傳
』
卷
十
二
慧
果
傳
「
嘗
於
圊
廁
見
一
鬼
、
致
敬
於
果
云
、
昔
爲
衆
僧
作

維
那
、
小
不
如
法
、
墮
在
噉
糞
鬼
中
。
…
…
昔
有
錢
三
千
、
埋
在
柿
樹
根
下
、
願

取
以
爲
福
。
果
即
告
衆
掘
取
、
果
得
三
千
、
爲
造
法
華
一
部
、
并
設
會
。
後
夢
見

此
鬼
云
、
已
得
改
生
、
大
勝
昔
日
」
（
大
正
五
〇
、
四
〇
七
中
）
。

（
二
二

）
『
冥
報
記
』
卷
中
隋
大
業
中
客
僧
條
「
又
與
神
同
坐
、
因
問
、
欲
救
同
學
、
有
得

理
耶
。
神
曰
、
可
得
耳
、
能
爲
寫
法
華
經
者
便
免
。
既
而
將
曙
、
神
辭
僧
入
堂
。

旦
而
廟
令
視
僧
不
死
、
怪
異
之
。
僧
因
爲
説
、
仍
即
爲
寫
法
華
經
一
部
。
…
…
神

曰
、
弟
子
知
之
、
師
爲
寫
經
、
始
盡
題
目
、
彼
已
脱
免
。
今
久
出
生
、
不
在
也
」（
大

正
五
一
、
七
九
一
上
）
。

（
二
三

）
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
陳
法
藏
條
「
藏
歸
咨
母
賣
牛
、
恰
得
千
五
百
、
當
即
喚
經

生
買
紙
。
藏
因
行
、
更
尋
妻
住
處
。
藏
始
扣
門
、
便
聞
此
家
遙
報
云
、
君
新
婦
、

昨
買
紙
時
、
以
即
生
天
」
（
大
正
五
一
、
四
五
下
）
、
何
玄
玲
條
「
其
夫
急
與
買
紙

付
令
寫
。
…
…
嫗
曰
、
前
者
婦
人
、
夫
爲
買
紙
之
日
、
已
往
生
天
」
（
大
正
五
一
、

四
六
中
）
。

（
二
四

）
唐
僧
詳
『
法
華
經
傳
記
』
卷
七
唐
溜
州
李
健
安
條
「
唐
溜
州
李
健
安
、
生
年
十

八
、
身
痛
風
疾
。
二
親
憂
惱
、
飲
食
不
通
。
健
安
見
而
增
悲
、
作
此
思
惟
、
吾
將

爲
二
親
及
脱
患
自
寫
法
華
。
即
求
裝
潢
紙
欲
寫
經
、
手
振
不
能
書
之
、
纔
造
第
一

卷
。
顯
然
其
字
形
如
鳥
跡
、
見
者
不
了
其
文
。
更
雇
他
經
生
、
於
別
室
中
而
書
寫

之
。
未
畢
第
一
卷
間
、
健
安
既
死
、
唯
心
胸
暖
。
經
生
捨
而
遁
去
。
一
日
一
夜
後

方
蘇
息
、
風
疾
忽
愈
、
身
體
輕
安
。
自
説
冥
事
曰
…
…
爾
時
從
城
中
一
官
出
來
、

百
千
官
屬
隨
從
、
對
吾
禮
敬
曰
…
…
然
君
爲
二
親
造
法
華
題
、
依
此
善
根
、
文
殊

來
救
、
舊
疾
方
除
。
君
經
尚
不
畢
第
一
卷
、
經
生
恐
怖
而
遁
去
。
君
既
有
大
善
、

餘
命
方
八
十
二
、
親
亦
延
報
命
、
各
各
九
十
歳
。
作
是
語
已
入
城
、
童
子
更
示
歸

途
、
得
再
活
」
（
大
正
五
一
、
八
二
中
）
。

（
二
五

）
類
似
の
筋
書
き
の
物
語
と
し
て
は
例
え
ば
『
法
華
經
傳
記
』
卷
七
唐
陳
氏
條
（
大

正
五
一
、
八
二
上
）
、
『
華
嚴
經
傳
記
』
卷
五
居
士
康
阿
祿
山
條
（
大
正
五
一
、
一

七
一
下
）
。

（
二
六

）
『
救
疾
經
』
は
隋
法
經
『
衆
經
目
録
』
卷
四
衆
經
僞
妄
（
大
正
五
五
、
二
三
八
）
、

『
續
命
經
』
と
『
延
壽
命
經
』
は
唐
明
佺
等
『
大
周
刊
定
衆
經
目
録
』
卷
十
五
（
大

正
五
五
、
四
七
四
上
）
に
著
録
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ
一
二
一
五
『
佛
説
續
命
經
』
、
Ｓ

二
四
二
八
『
佛
説
延
壽
命
經
』
は
大
正
藏
第
八
五
册
所
收
。
『
延
壽
命
經
』
に
つ
い

て
は
牧
田
諦
亮
『
疑
經
研
究
』
（
復
刻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
九
、
初
版
は
一
九
七

六
）
八
〇
―
八
三
頁
參
照
。
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（
二
七

）
唐
道
世
『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
南
齊
王
琰
『
冥
祥
記
』
宋
尼
釋
智
通
條
「
元

嘉
九
年
師
死
、
罷
道
嫁
爲
魏
郡
梁
群
甫
妻
、
生
一
男
。
年
大
七
歳
、
家
甚
窮
貧
、

無
以
爲
衣
。
通
爲
尼
時
、
有
數
卷
素
無
量
壽
、
法
華
等
經
、
悉
練
擣
之
、
以
衣
其

兒
。
居
一
年
而
得
病
、
恍
忽
驚
悸
、
竟
體
剥
爛
、
状
若
火
瘡
。
…
…
常
聞
空
中
語

云
、
壞
經
爲
衣
、
得
此
劇
報
。
旬
餘
而
死
」
（
大
正
五
三
、
四
一
八
下
）
。

（
二
八

）
Ｓ
五
二
四
八
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
（
無
紀
年
）
、
Ｐ
三
一
一
五
『
佛
説
續
命

經
』
天
復
元
年
（
九
〇
一
）
、
Ｐ
四
五
六
三
『
救
疾
病
經
』
殘
卷
開
皇
十
五
年
（
五

九
五
）
識
語
參
照
。

（
二
九

）
『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
三
朱
士
行
傳
「
于
闐
小
乘
學
衆
遂
以
白
王
云
、
…
…
若
不

禁
之
、
將
斷
大
法
、
聾
盲
漢
地
、
王
之
咎
也
。
王
即
不
聽
齎
經
。
士
行
憤
慨
、
乃

求
燒
經
爲
證
。
王
欲
試
驗
、
乃
積
薪
殿
庭
、
以
火
燔
之
。
士
行
臨
階
而
誓
曰
、
若

大
法
應
流
漢
地
者
、
經
當
不
燒
、
若
其
無
應
、
命
也
如
何
。
言
已
投
經
、
火
即
爲

滅
、
不
損
一
字
、
皮
牒
如
故
」
（
大
正
五
五
、
九
七
上
）
。

（
三
〇

）
『
出
三
藏
記
集
』
卷
十
五
法
顯
法
師
傳
「
有
一
家
失
其
姓
名
、
居
近
朱
雀
門
、
世

奉
正
化
。
自
寫
一
部
、
讀
誦
供
養
。
無
別
經
室
、
與
雜
書
共
屋
。
後
風
火
忽
起
、

延
及
其
家
。
資
物
皆
盡
、
唯
泥
洹
經
儼
然
具
存
。
煨
燼
不
侵
、
卷
色
無
異
」
（
大
正

五
五
、
一
一
二
中
）
。

（
三
一

）
『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
『
冥
祥
記
』
晉
蕫
吉
條
「
吉
既
信
直
、
必
欲
赴
期
、
乃

惻
然
發
心
、
自
誓
曰
、
吾
救
人
苦
急
、
不
計
軀
命
、
剋
冀
如
來
大
士
、
當
照
乃
誠
。

便
脱
衣
、
以
囊
經
戴
置
頭
上
、
徑
入
水
中
。
…
…
既
得
上
岸
、
失
囊
經
、
甚
惋
恨
。

進
至
晃
家
、
三
禮
懺
悔
、
流
涕
自
責
。
俛
仰
之
間
、
便
見
經
囊
在
高
座
上
。
吉
悲

喜
取
看
、
浥
浥
如
有
濕
氣
。
開
囊
視
經
、
尚
燥
如
故
」（
大
正
五
三
、
四
一
七
中
）
。

（
三
二

）
『
冥
報
記
』
卷
中
蘇
長
妾
條
「
中
流
風
起
、
船
沒
、
男
女
六
十
餘
人
一
時
溺
死
。

唯
有
一
妾
、
常
讀
法
華
經
。
江
水
入
、
妾
頭
載
經
函
、
誓
與
倶
沒
。
既
船
沒
、
妾

獨
不
沈
、
隨
波
汎
濫
、
頃
之
著
岸
。
逐
載
經
函
、
而
開
視
其
經
、
了
無
濕
汗
。
今

尚
存
楊
州
」
（
大
正
五
一
、
七
九
五
上
）
。

（
三
三

）
村
田
み
お
「
佛
教
圖
像
と
山
水
畫
―
廬
山
慧
遠
「
佛
影
銘
」
と
宗
炳
「
畫
山
水

序
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
二
九
號
、
二
〇
〇
九
、
六
九
―

一
〇
七
頁
）
第
二
節
參
照
。

（
三
四

）
火
災
時
の
奇
跡
の
例
は
、
六
朝
期
で
は
『
法
苑
珠
林
』
卷
十
八
引
『
冥
祥
記
』

晉
周
閔
條
（
大
正
五
三
、
四
一
七
中
）（
『
高
僧
傳
』
卷
十
安
慧
則
傳
（
大
正
五
〇
、

三
八
九
中
）
に
同
様
の
話
あ
り
）
、
唐
代
で
は
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
郞
將
呉
氏
條

（
大
正
五
一
、
四
六
下
）
、
『
金
剛
般
若
經
集
驗
記
』
卷
中
神
力
篇
引
郎
余
令
『
冥

報
拾
遺
』
曹
州
濟
陰
縣
精
舎
條
、
平
州
人
孫
壽
條
、
楊
體
幾
條
等
、
『
宋
高
僧
伝
』

卷
二
十
四
大
光
伝
（
大
正
五
〇
、
八
六
六
中
）
。
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
郞
將
呉
氏

條
は
經
卷
が
ひ
と
り
で
に
動
き
、
水
に
濡
れ
な
い
と
い
う
奇
跡
の
逸
話
で
も
あ
る
。

（
三
五

）
『
集
神
州
三
寶
感
通
録
』
卷
下
瑞
經
録
令
狐
元
軌
條
「
欲
寫
法
華
、
金
剛
般
若
、

涅
槃
等
、
無
由
自
檢
、
憑
彼
土
抗
禪
師
檢
校
。
抗
乃
爲
在
寺
、
如
法
潔
淨
、
寫
了

下
帙
。
還
岐
州
莊
所
、
經
留
在
莊
、
并
老
子
五
千
文
同
在
一
處
。
忽
爲
外
火
延
燒
、

堂
是
草
覆
、
一
時
灰
蕩
。
軌
于
時
任
憑
翊
令
、
家
人
相
命
撥
灰
、
取
金
銅
經
軸
、

既
撥
外
灰
、
其
内
諸
經
宛
然
如
故
、
黄
色
不
改
、
唯
箱
帙
成
灰
。
又
覓
老
子
、
便

從
火
化
。
乃
收
取
諸
經
。
鄕
村
嗟
異
。
其
金
剛
般
若
經
一
卷
、
題
字
焦
黒
。
訪
問

所
由
、
乃
初
題
經
時
、
有
州
官
能
書
、
其
人
行
急
、
不
獲
潔
淨
、
直
爾
立
題
、
由

是
被
焚
」
（
大
正
五
二
、
四
二
八
上
）
。

（
三
六

）
經
典
讀
誦
時
に
專
用
の
衣
と
座
を
用
い
た
こ
と
は
、
劉
宋
代
の
事
跡
に
既
に
見

え
る
。
『
高
僧
傳
』
卷
十
二
普
明
傳
（
大
正
五
〇
、
四
〇
七
中
）
。

（
三
七

）
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
馬
衡
條
「
以
塚
傍
淨
處
、
香
水
灑
地
、
採
取
穀
子
種
之
。

生
長
之
後
、
毎
以
香
水
漑
養
。
及
其
成
樹
、
即
採
皮
如
法
造
紙
、
亦
用
香
水
和
泥
、

作
屋
於
墳
傍
。
請
書
生
寫
經
、
護
淨
齊
蔬
、
出
入
毎
易
衣
服
、
仍
以
四
事
供
養
不

闕
。
及
書
經
了
、
未
得
莊
嚴
、
以
三
重
紙
裹
、
著
小
屋
壁
上
。
忽
然
夜
中
風
雨
大

至
。
及
明
、
乃
上
屋
被
風
雨
飄
破
、
草
木
皆
盡
、
在
地
水
深
數
尺
、
失
經
所
在
。

凡
經
二
日
、
水
歇
之
後
、
於
水
下
收
得
所
寫
之
經
。
唯
在
上
一
重
紙
濕
、
至
第
二

重
、
儼
然
乾
淨
、
一
無
傷
損
、
不
濕
不
汚
」
（
大
正
五
一
、
四
四
下
）
。

（
三
八

）
『
冥
報
記
』
卷
上
河
東
無
名
尼
「
河
東
有
練
行
尼
、
常
誦
法
華
經
。
訪
工
書
者
一
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人
、
數
倍
酬
直
、
特
爲
淨
室
、
令
寫
此
經
。
一
起
一
浴
、
燃
香
熏
衣
、
仍
於
寫
經

之
室
、
鑿
壁
通
外
、
加
一
竹
筒
、
令
寫
經
人
毎
欲
出
息
、
輒
遣
含
竹
筒
、
吐
氣
壁

外
」
（
大
正
五
一
、
七
八
九
上
）
。

（
三
九

）
『
冥
報
記
』
卷
上
河
東
無
名
尼
「
龍
門
僧
法
端
…
…
以
此
尼
經
本
精
定
、
遣
人
請

之
、
尼
固
辭
不
與
。
法
端
責
讓
之
。
尼
不
得
已
、
乃
自
送
付
。
法
端
等
開
讀
、
唯

見
黄
紙
、
了
無
文
字
。
更
開
餘
卷
、
皆
悉
如
此
。
法
端
等
慚
懼
、
即
送
還
尼
。
尼

悲
泣
受
、
以
香
水
洗
函
、
沐
浴
頂
戴
、
遶
佛
行
道
。
於
七
日
七
夜
、
不
暫
休
息
。

既
而
開
視
、
文
字
如
故
」
（
大
正
五
一
、
七
八
九
上
）
。

（
四
〇

）
『
弘
贊
法
華
傳
』
卷
十
張
萬
福
條
「
尼
聞
刺
史
索
經
、
拒
而
不
與
、
爲
使
君
不
護

淨
、
又
未
齊
潔
。
萬
福
大
瞋
、
更
使
人
往
。
尼
遂
不
敢
留
、
即
作
香
湯
、
與
來
使

沐
浴
、
并
與
新
衣
、
著
訖
、
始
付
經
去
。
萬
福
得
經
、
竟
不
洗
手
、
即
取
經
開
卷
、

中
竝
黄
紙
、
遂
無
一
字
」
（
大
正
五
一
、
四
五
上
）
。

（
四
一

）
聖
典
が
精
神
の
汚
れ
た
者
を
拒
む
逸
話
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
『
出
三

藏
記
集
』
卷
十
四
曇
無
讖
傳
（
大
正
五
五
、
一
〇
三
上
）
に
盗
賊
が
經
卷
を
盗
も

う
と
す
る
と
重
く
な
る
逸
話
が
あ
る
。

（
四
二

）
枚
擧
に
暇
が
な
い
が
若
干
の
例
を
擧
げ
る
と
次
の
通
り
。
後
漢
支
婁
迦
讖
譯
『
般

舟
三
昧
經
』
卷
二
擁
護
品
「
終
不
中
毒
、
終
不
中
兵
、
火
不
能
燒
、
入
水
不
死
」（
大

正
一
三
、
九
一
二
下
）
、
東
晉
佛
馱
跋
陀
羅
譯
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
卷
五
十
九
入

法
海
品
「
譬
如
有
人
得
自
在
藥
、
離
五
恐
怖
。
何
等
爲
五
。
所
謂
火
不
能
燒
、
水

不
能
漂
、
毒
不
能
中
、
刀
不
能
傷
、
熏
不
能
害
」
（
大
正
九
、
七
七
六
下
）
、
『
大
般

涅
槃
經
』
卷
十
八
梵
行
品
「
如
人
入
水
、
水
不
能
漂
、
入
大
猛
火
、
火
不
能
燒
」（
大

正
一
二
、
四
七
一
中
、
南
本
七
一
四
中
）
。

（
四
三

）
「
古
之
眞
人
、
…
…
登
高
不
慄
、
入
水
不
濡
、
入
火
不
熱
」
。

（
四
四

）
種
々
の
聖
性
の
表
象
は
高
僧
に
關
す
る
逸
話
に
も
見
ら
れ
る
。
諏
訪
義
純
「
六

朝
か
ら
隋
唐
時
代
に
お
け
る
舌
不
燒
の
信
仰
に
つ
い
て
」
（
『
中
國
南
朝
佛
教
史
の

研
究
』
法
藏
館
、
一
九
九
七
、
三
〇
三
―
三
二
七
頁
）
が
論
じ
る
よ
う
に
、
鳩
摩

羅
什
臨
終
時
の
逸
話
を
代
表
と
し
て
、
六
朝
隋
唐
期
に
は
荼
毘
の
後
に
舌
が
燒
け

殘
る
と
い
う
舌
不
燒
信
仰
が
流
布
し
て
い
た
。
ま
た
『
續
高
僧
傳
』
卷
二
十
八
志

湛
傳
、
遺
俗
傳
に
は
舌
が
腐
ら
な
い
と
い
う
逸
話
も
あ
り
、
舌
の
不
燒
及
び
不
朽

は
共
に
不
妄
語
と
傳
教
の
德
を
稱
揚
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
高
僧

傳
』
卷
十
一
帛
僧
光
傳
、
『
續
高
僧
傳
』
卷
十
七
智
鍇
傳
の
よ
う
に
、
屍
が
生
時
と

變
わ
り
な
く
腐
爛
し
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
數
多
く
、
高
德
を
表
す
定

型
的
逸
話
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る
。
異
香
を
中
心
と
す
る
高
僧
臨
終
時
に
現
れ
る

奇
瑞
に
つ
い
て
は
船
山
徹
「
聖
者
觀
の
二
系
統
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
三
教
交
渉
論
叢
』
、

人
文
科
學
研
究
所
研
究
報
告
、
二
〇
〇
五
、
三
七
三
―
四
〇
八
頁
）
第
一
〇
節
「
臨

終
に
お
け
る
聖
の
現
前
―
―
「
異
香
、
室
に
滿
つ
」
」
、
「
異
香
と
い
う
こ
と
」
（
『
ア

ジ
ア
遊
學
』
第
一
一
〇
號
、
二
〇
〇
八
、
一
八
―
二
六
頁
）
參
照
。
『
集
神
州
三
寶

感
通
録
』
卷
下
曇
韻
條
に
は
經
卷
不
朽
の
物
語
も
見
え
る
。

（
四
五

）
『
南
史
』
隱
逸
顧
歡
傳
「
又
有
病
邪
者
問
歡
、
歡
曰
、
家
有
何
書
。
答
曰
、
唯
有

孝
經
而
已
。
歡
曰
、
可
取
仲
尼
居
置
病
人
枕
邊
恭
敬
之
、
自
差
也
。
而
後
病
者
果

愈
。
後
人
問
其
故
、
答
曰
、
善
禳
惡
、
正
勝
邪
、
此
病
者
所
以
差
也
」
。

（
四
六

）
吉
川
忠
夫
「
六
朝
時
代
に
お
け
る
『
孝
經
』
の
受
容
」
（
『
六
朝
精
神
史
研
究
』

同
朋
舍
出
版
、
一
九
八
四
、
第
一
五
章
）
第
二
節
「
宗
教
經
典
と
し
て
の
『
孝
經
』
」

參
照
。
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執
筆
者
紹
介
（
４
）

●

村
田

み
お
（
む
ら
た

み
お
）

・
一
九
八
〇
年
生
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
文
献
文
化
学
専
攻
中
国
哲
学
専

修
修
士
課
程
修
了
。

・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
文
献
文
化
学
専
攻
中
国
哲
学
史
専
修
博
士
後
期
課

程
三
年
次
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２

・
「
佛
教
圖
像
と
山
水
畫
―
―
廬
山
慧
遠
「
佛
影
銘
」
と
宗
炳
「
畫
山
水
序
」

を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
（
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
二
九
號
、
二
〇
〇
九
年
三

月
）
。
「
金
経
的
淵
源
以
及
意
義
―
―
以
梁
武
帝
與
慧
思
為
中
心
―
―
」

（
『
「
慧
思
大
師
與
南
嶽
佛
教
」
學
術
檢
討
會
論
文
集
』
二
〇
一
一
年
八

月
）
。

●

洲
脇

武
志
（
す
わ
き

た
け
し
）

・
一
九
八
〇
年
生
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
中
国
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了

・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

・
「
『
文
選
』
李
善
注
所
引
「
漢
書
音
義
」
考
」
（
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第

八
集
、
二
〇
〇
七
年
）
。
「
漢
の
文
帝
遺
詔
と
短
喪
制
の
行
方
―
―
「
以
日

易
月
」
を
中
心
に
―
―
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
一
集
、
二
〇
〇

九
年
）
。「
『
文
選
』
李
善
注
所
引
『
漢
書
』
顔
師
古
注
考
」（
『
人
文
科
学
』

第
十
五
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。
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